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中世真宗における聖徳太子図像の受容と展開―三朝
体現の垂迹太子への視座―





その他のタイトル Acceptances and Developments on the Shotoku
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は先行研究において指摘 されるところであるが4、 以下の考察を進めるうえで改めて確認 して
おきたいのは、その基底 において親鸞は太子 を観音菩薩の垂迹 と捉えていた点にある。
このことに関して見過ごせないのは若 き日の洛中 ・六角堂参籠時の夢想 にある。永仁三年




の白蓮華 に端座 して、善信に告命 してのたまわ く、
行者宿報設女犯、我成玉女身被犯、一生之間能荘厳、臨終引導生極楽文





高弟で親鸞在世中に没 した真仏(1209～1258)の 編纂になる『経釈文聞書』に「親鸞夢記」〔図4〕 と
して引用 されるものを指すとみることで一致する6。 しかも、親鸞の妻 ・恵信尼が親鸞の訃報
に接 した後に、その生前を懐か しみなが ら娘 ・覚信尼に宛てた消息7に 「やま(筆者注=比 叡山)









































とを思 うと、偈(も ん)を受けた親鸞はもとより偈(も ん)を授けた六角堂の救世菩薩にも、親鸞
の意識の有無 にかかわ
らず思惟の投影があっ
た とみ てよさそ うであ
る。 この こ とは「行者
宿報設 女犯」以下 の偈
が『如意輪 陀羅尼経』の
「発 ノー 邪 見心 ヲ_、婬欲
熾盛ニノテ可 クトモレ堕_一
落ス於世 二 、如 意輪我




























そして、左(向 かって右)幅 の下方に本稿で問題 とする太子像があらわれる〔図5〕。その象形
は柄香炉を胸前で捧げて立つ中世の太子像の現存最古の作例である埼玉 ・天洲寺像〔寛元五年
たれがみ








































































あるが、文中、太子が前生において印度(天 竺)では勝鬘夫人、晨旦(中 国)で は衡山南岳恵思禅




るべ く中国 ・衡山へ影向 したとする太子三十六歳の折の「衡山経取」説話の投影が認められると
指摘 しておいたことである26。しか も、厂廟崛太子」図の典型 ともいうべきブリア美術館本にお










法華経ならびに勝鬘経を講説し義疏を製作 し得たのも、前生の事績 と深 く関わることを視覚的
にあらわそうとするところに意図があったのではなかろうか。
そして、その発想は、わが国で仏法が興隆したのも、太子が前生において釈迦の正法を体現

































































































































起させて太子が観音菩薩を本地 とする垂迹の表象であったことを強調 し得たのに対 し、現存作









































を意味することは言うまでもない。加えて愛知 ・本證寺像や茨城 ・善重寺像のほか、東京 ・報
恩寺像40や嘉暦四年(1329)の 造像銘記をもつ福井 ・聖徳寺像などの存在を思 うと、かの太子図
像は特定の門徒に限定されることなく、広 く中世の真宗門徒に受容をみたことも明らかである。
なお、絵画作例では一般に左右に振 り分けた髪を両耳元でリボンで括 り、総角の紐 とともに
垂下させるのに対して、彫刻作例では美豆良髪を基本とするようである。そこに天洲寺像〔前掲
図1参 照〕を典型とする太子彫像の影響 を窺わせるが、そのような趨勢にあって、美豆良髪の下








せて仏法 と王法を一入で体現 した表現 と解 されてきたが44、この像 も痕跡から本来は両耳上に
美豆良髪 もしくは垂髪を付けていたことが考えられ、さらに像内の胸のあたりに棚 をつ くって
納入された蓮台付 き月輪に「勝鬘夫人」と「南岳大師(恵思禅師)」を脇侍 とする「救世観音」を線刻
することは、やは り、太子が観音菩薩を本地 とし印度(天 竺)・晨旦(中 国)・日本に転生 した三
朝体現の「垂迹太子」像であったことを示すであろう。すると、その持ち物の一つである柄香炉





























シテ本尊 ㌧」とあることとも照応 しよう。そうとみるとき、永仁三年(1295)に 親鸞の曾孫 ・覚如
の監修のもと制作 された『善信聖人絵』の六角堂夢想に続 く詞書において、親鸞による言説の体
裁をとりながら「大師聖人(筆者注=法 然)す なわち勢至の化身、太子また観音の垂迹なり。この
ゆへにわれ二菩薩の引導に川頁して如来の本願 をひろむるにあり。眞宗因茲(こ れによて)興 じ念









































を一堂 の うちに安置 する根拠 とな り得 たのでは なか ったか。
このように考 えるとき、鎌倉 ・甘縄 の地 を活動の拠点 とした明光(了 円)の 弟子 ・了源が元応
二年(1320)、 洛外 ・山科の地 に佛光寺の前 身である興正寺 を建てるべ く阿弥陀如来 と太子 の木
像 を一堂の内に安置する ことを表明 した『勧進帳』において「オホ ヨソソノ随喜讃嘆 ノ因、オナ シ
ク西刹教王 ノ済度ニア ッカリ、誹謗悪賤 ノ縁 、 カエ リテ上宮聖靈 ノ汲引 ニアッカラン53」と記 し
て太子 に往 生を期 した ことや、あるい は、永和 三年(1377)に 撰述 された『破邪顕正義』巻下の「第
九、以 九 聖徳太子 ヲ_自リニニ菩 薩_専 ラ可キレ令 ムニ安置㌔ 乎之事」の条 において先述 の「新堂ヲ建立
スルニ阿弥陀 ヲサへ背 クマテコソ無ケ レ トモ 、不 レ奉ラレ為 シニ本尊 ㌧、専ラ以テニ太子 死安一 二置シテ本
尊 ㌧」とい う文言 に続いて「我ハ是 レ正中為正 専修正行 ノ人也 ト云フ」と了譽聖 冏によって録 され た鹿
島の真 宗門徒 に よる とみ られる言説 につい て も、かの 『皇太子聖徳奉讃』十一首の うちに、 さら
には、先行す る建長七年(1255)撰 述 の『皇太子 聖徳奉 讃』七十五首 に続いて「南无救世観音大菩
薩、哀愍覆護我 、南无皇太子勝鬘比丘、願佛常攝受 〔傍点筆者〕54」と記 し締 め くくった ことに適
うもので あった といえ よう55。
す る と、何故、一堂の内において阿弥 陀如来像 を脇 に配 して太子像が本尊 た り得たかが 問題
となるが、図像学的検:討によって明 らかに したように、中世真宗の太子像 が観音菩薩 を本地 と
す る垂迹 の表象であ った ことを念頭 に置 くとき、親鸞晩年 の高弟 ・下野高田の顕智が延慶 二年
(1309)に まとめた要文集である『聞書』や『見聞』に「観音悲華経」の文言を引用 して「昔在マシテハ 霊ー
山二_名 ツ先 妙法 ㌧ 、今在アリテ_西方二_名ツケニ弥 陀 ㌧、濁世末代ニシテハ名ツク.観音 ㌧、三世ノ利益ハ
同シクー 体 ナリ。 一切 如来ノ大慈悲ハ、皆 集ム 一ー 体 ノ観世音ニ 。ー極 楽 ニシテハ称 シテ為 シー 無 量寿 ㌧ 、娑







であるが、讃文全体の内容において顕智が まとめた『聞書』や『見聞』に引用されるそれ と通 じる
ことは留意すべきであろう。しかも、藤井有鄰館本は画面上方右(向 かって左)隅 の色紙形の讃
文と相まって、太子は礼盤に趺坐するものの盤i領の袍 と袴に七条袈裟 ・横被 を着けて、垂髪姿
で左手に柄香炉を、右手に檜扇を笏のごとく持って描かれており、その姿は立 ・坐の相違こそ
あれ中世真宗において受容をみた柄香炉 と笏を持つ太子像に近い像容を示す。すると、画面左
(向かって右)上 の種子(キ リーク)を記 した月輪について、これを太子の本地である如意輪観音
の種子とみる向きもあるが57、かの種子(キ リーク)は阿弥陀如来の種子で もあることか ら、そ
うと解するならば色紙形の文言 と相まって、その表象を、背後に控える西方極楽浄土の教主 ・
阿弥陀如来の意志(慈 悲)を承けて観音菩薩がわが朝に太子 として垂迹 したと解することも可能
である。そして、そのことは本誓寺本『聖徳太子絵伝』に描かれた阿弥陀如来の画像を太子像の
左脇(向 かって右)に 配して、太子像を本尊として安置する絵相 とも符合 しょう。
もとより、藤井有鄰館本聖徳太子像を中世真宗の太子像の作例とみることは躊躇させるが、
にもかかわらず図様において、立・坐の違いこそあれ中世真宗で受容 された太子図像と近似性を























は、正中二年(1325)の 年記を有 し、絵解きに供された真宗系の太子伝である愛知 ・満性寺所蔵
『聖徳太子内因曼陀羅』下巻62の識語に「爰二有 リー一人行者_、 湛ヘー 多年専修之法水ヲ.、偏二積ムー但



























るとともに、親鸞が太子を観音の垂迹 とみて平生、傍 らに太子像を安置 して崇めたことに言及
しなが らも、これを「蓋斯(け たしこれ)佛法弘通の浩(お ほい)な る恩を謝せんかためなり」とい
う表記に留め、また、親鸞伝絵の改訂作業 を進めるなかで「六角堂夢想」のあとに、太子が親鸞
を「阿弥陀仏」と敬礼 したという「蓮位夢想」の段、さらには、親鸞が阿弥陀如来の化身であると
いうことを示唆 した「入西観察」の段 を順次挿入 して、観音菩薩の垂迹であった太子が親鸞を敬
礼 したのも親鸞が阿弥陀如来の化身であったからであるという論理的構築を視覚に訴えて行い、
親鸞の言説 に仮託 した「大師聖人(筆者注=法 然)す なわち勢至の化身、太子また観音の垂迹な
り。このゆへにわれ二菩薩の引導に順 して如来の本願をひろむるにあ り。眞宗因茲(これによて)
興 じ、念佛由斯(これによて)煽(さ かむ)な り。是併(こ れしかしなから)聖者の教誨によりて、
更(さ らに)愚昧の今案をかまへす、彼(か の)二大士の重願、唯一佛名を専念するにたれ り。今
行者、錯(あやま)て脇士に仕ふることなかれ、直に本佛を仰(あおく)へしと云々」という詞書を






をもつ京都 ・東本願寺蔵(奈良 ・教行寺旧蔵)の 聖徳太子像〔図19〕では裙を着用し、横被 を右肩
に懸けず肘外に落とす点に図像変容の過渡的様相が窺える69。そ して、続 く実如による本願寺


















と鑑賞』七〇一号(至 文堂、1989年)〕、および、渡辺信和「親鸞 ・蓮如の太子信仰」〔『国文学 解釈と
















詞書は『新修日本絵巻物全集』第二〇巻(善 信聖人繪 ・慕歸繪)(角 川書店、1978年)の 写真図版に拠っ
た(た だし振 り仮名については版組の都合上、略 した)。

































巻六(化 身土巻)に は自らを回顧 して「然愚禿親鸞建仁辛酉暦棄雑行分帰本願」とあることから、法然
門下に投 じたのは建仁元年(1201)二 十九歳の折であったことが知られ、絵伝の詞書に「建仁三年」と
記すことも覚如の誤認とすべきであろう。この問題については注6の 平松令三前掲書の「六角堂夢




注4の 渡辺信和前掲論文。なお、注10の 古田武彦前掲書には、建長二年(1250)の 奥書をもち、親鸞










































を中心に描かれることにも理解が及ぶであろう。なお、福島 ・円寿寺本、茨城 ・光照寺本、長野 ・














文言は『影印高田古典』第一巻 ・真仏上人集〔真宗高田派宗務院、1996年 〕に拠った(た だし振 り仮名
については版組の都合上、略 した)。







にご同行を願い精査 した折の所見は、暗色地 ・光茫 ・銘札に補彩が施 され全体の印象を損ねること
は惜 しまれるものの、制作は十四世紀初めに遡る可能性があることで所見の一致をみている。現
状、銘札の上に後補の白色が厚塗 りされているため文字の確認は目視では難 しいが、その判読は赤外














































真宗系の造像ではないが、文永十一年(1274)に 造立された奈良 ・金峯山寺像も美豆良髪(角髪)を 両
耳周辺で輪状にまとめており、その象形のうちにやはり垂髪の意識を残すであろう。
例えば、東京都美術館(会 期は2001年10月20日 ～12月16日)・ 大阪市立美術館(会 期は2002年1月8日















真宗聖典(原 典版)』および『大正新修大蔵経』八三一六七九b・ 六八八bに 拠った)。
『大正新脩大蔵経』八三一五九八b、 六七二c・ 六七五a～ 六七六a、 六七七c・ 六七八c。
文言は注7の 『浄土真宗聖典(原 典版)』に拠った(た だし振 り仮名については版組の都合上、略 し
た)。
常盤井猷麿「太子和讃存疑」『真宗研究』一九輯、真宗連合学会、1974年 。
文言は『真宗史料集成』第四巻(専修寺 ・諸派)〔同朋舎出版、1982年 〕に拠った(ただし振 り仮名につ
いては版組の都合上、略した)。






























の四男 ・入道西阿弥陀仏(毛 利季光)が 二親舎兄二人の追善のため相模国鎌倉郷内において寛元五年






































        Acceptances and Developments on the Sh6toku Taishi Icon 
                in the Middle Age Shinshfi Sect 
                            TSUDA Tetsuei 
                    National Research Institute forCultural Properties, Tokyo 
  The boy style icon of Sh6toku Taishi (Prince Sh6toku) holding a stick incense burner (Egoro), has 
  been thought to be the Ky6y6 Taishi figure based on the "Sh6toku Taishi Denryaku (the most basic 
  biography of Sh6toku Taishi)" from the second year of Yomei dynasty (Taishi in the age of 16). 
  However, author has earlier pointed out that its icon is not a simple Ky6y6 Taishi figure, but is 
  sublimated into the iconngraphic expression that could be called as the Suijaku Taishi figure which 
  was the incarnation of the Kannon-bosatsu (Avalokiteivara) in the Middle Age, and the author also 
  suggested that it received acceptance from Shingon, Tendai, the Pureland, Ritsu sects of Japanese 
 Buddism. 
    On the other hand, among the works that should be estimated in the same category with this 
  Suijaku Taishi figure in Middle Age, there are examples in which the figure holds a stick incense 
  burner and a scepter. These are figures such as the statue of Zenjfiji Temple in lbaraki Prefecture 
  that was made about the end of thirteenth century in Shinsho sect of Pure Land Buddhism, and 
  numbers of famous works that still keep their original coloring in all its brightness are by no means 
  few. However, it is also a fact that the iconographic meaning of holdinga scepter still waits to be 
  clarified. 
    This presentation will be centered on the development of the boy style icon of Sh6toku Taishi 
  that hold a stick incense burner and a scepter, which were acceptedby the Shinshfi sect in the 
  Middle Age. The situation of setting in a temple will also be touched upon. 
    It is already long since Shinshfi sect historians pointed out the faith of Sh6toku Taishi in Shinran 
  (1173-1262), the founder bonze of the Shinshfi sect. What I want to raise here is the question of 
  how that faith blossomed in the visual dimension. 
    While thinking these points,the presentator will concentrate on the K6my6 Honzon (the sacred 
  light inscription of the name, "Buddha Amida") in the triple scrolls at theMy6genji Temple in Aichi 
  Prefecture. There are legends on upper and lower sides of each scroll of the My6genji's K6myb 
  Honzon, and it has become clear that the handwriting on them belongs to Shinbutsu (1209-1258) -
  the best pupil of Shinran. Consequently, the work might date from the time of Shinran, and it is 
  important that we can search and find those legends in the "Song6 Shinz6 Meimon (the anthology of 
  Pure Land Buddism)" that Shinran compiled himself. When the fact that the K6my6 Honzon has 
  continued to be attached great importance by the believers of the Shinshfi sect in Middle Age even 
  after the triple scrolls changed into a single scroll is considered, it appears that the My6genji's 
  K6my6 Honzon has much to do both with the making of the icon and the conceptions and ideas of 
  Shinran, then could it be possible that it was made by anybody other than Shinran himself ? 
    At this point when we take a look into the My6genji's K6my6 Honzon,it can be seen that at the 
  central scroll the sacred name of Buddha Amida; "Namufukashigik6-nyorai" is placed, on the left
119
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and right scrolls important monks of Pure Land Buddism of India, China and Japan, and Shinran 
are arranged; and it could be ascertained at a first sight that it was a sort of lineage graph which 
shows that legitimately the teachings of the Pure Land Buddhism were told through Shinran. In the 
left scroll Sh6toku Taishi appears accompanied by his four attendants around him, and his hair is 
combed to both sides in the middle, tied with ribbons above ears and hanging down (this hair style 
is called "Mizura"), wearing a high-neck Hou (a kind of ceremonial Kimono weared by the 
aristocracy in Middle Age) and a Hakania (a kind of loose trousers), put on a Kesa (a priest big 
stole) and an Ohi (a rectangle priest stole for covering his right shoulder), and standing with a stick 
incense burner in his hands. 
  The posture of that icon is deeply related to the anecdote (Taishi in the age of 48) in the 
"Otoribe-bun-Matsuko-den (one of the Middle Age Shotoku Taishi biographys based on the 
Sh6toku Taishi Denryaku)," especially with the part which tells that Taishi himself entered to the 
cavern of his mausoleum under construction, and inscribed one poem (it is called the Byokutsu-ge) 
on the wall surface. On the K6my6 Honzon, the Seishi-bosatsu (Maha-stha-mapra-pta) icon is drawn 
on the right scroll, while "Namufukashigik6-nyorai" -the sacred name of Buddha Amida is in the 
center scroll, so the position of the Sh6toku Taishi icon drawn on the left scroll is almost in right-
left symmetry with the Seishi-bosatsu, then it suggests that the posture of the Sh6toku Taishi that 
appears here is felt to be the incarnation of Kannon-bosatsu. 
  By the way, what gives the resplendent air to the Sh6toku Taishi icon on this K6my6 Horizon is 
related to the placement of four attendants around it. 
  In this connection, if the inscriptions on each one of these four attendants are taken as clues, it 
appears that these were Ono-no-Imoko, Soga, Gakuka, Eji; and the posture of each is based on the 
anecdote (Taishi in the age of 35); Sh6manky6k6san (the lecture about the sutra, "Sh6man-ky6") of 
the "Sh6toku Taishi Denryaku," and it is nothing other than exactly the figure of the audience 
depicted in the "Sh6manky6-Usan Taishi" drawing. If that be so, then it can be taken as projecting 
the forty-eight years old Sh6toku Taishi's icon that appears in the K6my6 Horizon, with placement 
of these attendants around, onto the totally different icon of the Sh6toku Taishi at the age of 35. 
  When the sculptures of Sh6toku Taishi that were transmitted in the Middle Age Shinshfi sect are 
looked at based on the above, it is seen that the posture of the image is exactly inheriting the 
Sh6toku Taishi image that appears in the K6my6 Honzon in the My6genj i's scroll mentioned 
previously. However, on its attributes with his hands, as stated in the opening, cases that it holds a 
scepter in his hands together with a stick incense burner are overwhelmingly much, and it is 
observed that new icon developments are seen. 
  The clue when thinking about this matter is that there are examples in which Nichira and Asa are 
added to the four attendants around Sh6toku Taishi in the K6my6 Horizon of the single scroll that 
developed after the My6genji's scrolls which were triple. These two figures appear independently 
in the "Sh6toku Taishi Denryaku" in chapters of the Taishi in the age of 12 and 26, and in each of 
them it draws attention that they worship Sh6toku Taishi as the incarnation of Kannon-bosatsu. It 
seems warranted to think that by means of adding Nichira and Asa to the attendants of Sh6toku 
Taishi that appear in the K6my6 Horizon, the Sh6toku Taishi as the incarnation of Kannon-bosatsu 
is strengthened. 
  Sure enough, in the original scene in the Shotoku taishi den picture, which draws the chapter of 
the "Sh6toku Taishi Denryaku" where Taishi is 12 years old, Sh6toku Taishi is depicted in mizura 
hair, wearing a Hou and a Hakama, and Taishi inthe posure of holding a scepter at his breast is often
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depicted in a closs-legged squat posture, but in the Middle Age ShinsU sect there were examples of 
it as individual standing statues. And that pattern can be seen in the sculpture of K6my6ji Temple in 
lbaraki Prefecture. 
  Among the drawings of Middle Age Shinshfi sect which seem to have educed Sh6toku Taishi 
image from the K6my6 Honzon, it is important that the Sh6toku Taishi image in mizura hair boy 
style, accompanied by the four attendants of the "K6san Taishi" drawing and, Nichira and Asa, 
appears as holding not only the stick incense burner but also a scepter. Accordingly, the meaning of 
the stick incense burner has been interpreted to be a traditional attribute of the Sh6toku Taishi icon 
since the Heian period, and I think in addition that one other attribute, the scepter was the symbol 
which stressed that Sh6toku Taishi is the incarnation of Kannon-bosatsu. 
  Besides, the fact that the Sh6toku Taishi figure based on this icon could become the main image 
of a temple in the Middle Age Shinshfi sect could be understood from the postscript of the "Sh6toku 
Taishi Naiin Mandala (one of the biographys about Sh6toku Taishi)" of the Mansh6ji Temple in 
Aichi Prefecture that was copied in the second year of Sh6chu (1325), and from the "Hajakensh6gi 
(Kashima Mond6)" written in the third year of Eiwa (13 77). Furthermore the scene of enshrinement 
and memorial service to the Sh6toku Taishi sculpture in a temple drawn in the fifth scroll of the 
Sh6toku Taishi Den picture possessed by Honseiji Temple in Ishikawa Prefecture which was related 
to a Shinshfi sect, draws attention as it points to the basic enshrinement of that era.
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